
あけの平地区 第 1 回レベルアップ講座まとめ 

 

◆これまでの活動の成果◆ 

 

・子どもたちから声を掛けてもらえて嬉しい 

・子どもたちとの触れ合いができた 

・ボランティア同士の触れ合いがある 

・学校との距離が縮まった 

・学校の先生のつなぐ取り組みへのエネルギー 

・今年度、長年の思いの図書委員さんと一緒に活動できた 

・田、畑のボランティアをこれからも続ける 

・感謝の会 今年度もありがたい 

・感謝の会 トイレボランティアの皆様が良かったなと 

・トイレ、ミシン、昔遊び、児童 ふれあい 

・公民館美術館 

 

 

◆これまでの活動の問題点・課題◆ 

 

【読み聞かせ】 

・読み聞かせボランティアを昼休みにしたい(夏など外に出られない時期に) 

 

【学校】 

・学校・子どもが求めるテーマは何か 

・先生方にとって負担となることは何か 

・担当教諭が一年で変わらないほうがよい 

・学校の先生がつなぐ取り組みの研修に参加していないため認知されていない 

・他の学校ではやっていない活動をメインにやりたい 

・中学校との触れ合いが無い。あるのかもわからない 

・中学校側もつなぐ取り組みを通してもっと地域に頼ってほしい 

・中学校の関わりもつなぐ取り組みに必要 

 

【ボランティア】 

・ボランティアのなり手の減少(保護者) 

・ボランティアに参加する人が少ない 



・高齢者のボランティアが多い 

・新しいボランティア会員を増やすためにはどうしたらよいか 

・新しいボランティアを増やしたい 

・同じボランティアがいろいろなボランティアを重複している 

・ボランティアの方にとって参加しやすい行動とは何か 

 

【その他】 

・いつも研修をやるがやった後のまとめがない。やりっぱなしで終わっている 

・活動をコロナ前に戻したい 

・子どもたちへの触れ合い方法がわからない 

・今の親と昔の親の考え方が違う 

・「ふれあい」どのボランティアにも当てはまっているテーマ 

・「時」持ち高齢者への声掛け、活用 

・地区の特色とは…「行動力？」は昔の話で今は違うのか 

・つなぐ取り組みの研修や会議に PTA 本部役員が参加していないことが問題 

・ポイント制の活用 


